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放送法第２７条 

協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、適切かつ迅速に

これを処理しなければならない。 

 

放送法第３９条 第４項 

会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条の苦情その他の意見

及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告しなければならない。 
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1月 ２月 ３月

放送番組 79,309 71,790 77,109

受信料 121,582 126,634 155,812

技術・受信相談 2,627 2,250 2,568

経営 260 658 526

その他 35,727 35,088 39,256

0

100,000

200,000

300,000

件 「視聴者の声」 分野別 件数

合計 239,505 236,420 275,271 751,196

３か月計

228,208

404,028

7,445

1,444

110,071

意見・要望 問い合わせ その他 受付数
一次窓口で
対応完了

該当部局で
二次対応

ふれあいセンター（放送） 47,023 93,199 72,348 212,570 38,824 8,199

ふれあいセンター（営業） 10,724 242,663 9,326 262,713 7,760 2,964

ふれあいセンター（受信相談） 4,448 1,698 1,778 7,924 2,553 1,895

本部各部局 41,421 11,396 1,574 54,391 41,421

全国各放送局 7,790 180,763 25,045 213,598 7,790

合計 111,406 529,719 110,071 751,196 98,348 13,058

視聴者の意見・要望への対応状況 

１月から３月に寄せられた視聴者の声の総数は７５万１，１９６件でした。そのうち、苦情を含めた 

意見や要望は１１万１，４０６件で、９万８，３４８件（８８．３％）は、ふれあいセンターのオペレーターなど、

意見を受け付けた一次窓口で対応を完了しました。 

残る１万３，０５８件は放送の該当部局、地域の担当部署や受信相談窓口で回答や説明などの二次  

対応をしました。本部各部局や全国放送局に直接届いた意見･要望については、原則一次窓口で完了 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ハートプラザ（放送センター）の受付件数はふれあいセンター（放送）に含まれます。 

 

 

視聴者の声の内訳 

視聴者の声の分野別の内訳では、受信料関係が最も多く、次いで放送番組となっています。 
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放送番組への声 

１月から３月に放送番組に関して寄せられた意見や問い合わせは、２２万８，２０８件（昨年度同期  

２４万５，９７１件）でした。内訳は、放送内容に関するものが３３．７％、放送予定に関するものが１４．

１％、出演者に関するものが１２．５％、などとなっています。 

番組のジャンル別では、ニュース/報道が２７．１％で最も多く、ドキュメンタリー/教養が１６．６％、

音楽、ドラマ、情報の順となっています。「【大河ドラマ】 どうする家康」に大きな反響があったドラマ

は１１．４％と、昨年度同期の９．３％と比べて２．１ポイント高くなっています。 

また、寄せられた声の中から好評意見と厳しい意見を分類して比較すると、好評意見が３７．０％、

厳しい意見が６３．０％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット業務への声 

インターネット業務には、１月から３月までに４万５，７３４件の問い合わせや意見が寄せられました。

最も多かったのは「ＮＨＫプラス」に関するもので３万９，０８５件と全体の８５.5％を占めました。１月

の「紅白歌合戦」のＮＨＫプラスでの配信が、サービス始まって以来最多の１２０万ＵＢを超え、ＮＨＫプ

ラスをテレビで視聴する方法など、数多くの問い合わせ意見が寄せられました。 

また、ＮＨＫを名乗る架空の発信元からのメールやダイレクトメッセージについての問い合わせや 

相談が３月の１，９０７件をピークに３か月間で２，２１５件に及びました。「ＮＨＫ放送受信料２４時間以

内に確認」「ＮＨＫアップグレード通知」などと、ＮＨＫを装って偽のサイトに誘導し、クレジットカード番

号や口座番号を入力させようとするもので、「広く注意喚起をしてほしい」という声も寄せられまし

た。 

ＮＨＫでは経営広報番組やニュースの中で繰り返し注意を呼びかけるとともに、ホームページでは 

具体的な事例を紹介しながら注意を呼びかけました。 

 

放送内容

33.7%

放送予定

14.1%
出演者

12.5%

同時配信/ID

8.9%

再放送

7.8%

公開収録関連

1.4%

その他

21.6%
ニュース/報道

27.1%

ドキュメンタリー/

教養

16.6%
音楽

13.3%

ドラマ

11.4%

情報

11.1%

スポーツ

6.9%

趣味/教育

6.1% その他

7.5%

【受付内容】 【受付番組ジャンル】 

 
1月 2月 3月 1月～3月平均 昨年度同期

好評意見 39.6% 37.1% 34.0% 37.0% 25.3%

厳しい意見 60.4% 62.9% 66.0% 63.0% 74.7%
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受信料への声 

１月から３月に受信料に関しては、４０万４，０２８件（昨年度同期４１万８，１９１件）の意見や問い合わ

せが寄せられました。その９６．４％は、受信料の額や契約手続きなどへの問い合わせでした。 

ふれあいセンター（営業)で受け付けた苦情や要望を含む声は１万７２４件（昨年度同期７，２３７件）、

このうち最も多いのはダイレクトメールの送付やその内容についてで７，４５７件と、１０月から１２月

の６，７３２件に比べて増えています。これは、春の引っ越しシーズンにあわせて受信契約の申し出や

住所変更をお願いする多くの送付物を発送したためだとみられます。ふれあいセンターへの入電が

多く、電話がつながりにくい状況が続いていることに「手続きをしたいのにできない」などの厳しい

声をいただいています。これには、インターネットでの手続きを案内しながら、電話の受け付け体制

を強化し、混雑緩和に努めています。また、訪問員の応対などに対する声は４６２件で、１０月から  

１２月の５２４件から１１．８％減り、減少傾向が続いています。 

 
 事由 件数 

送付物 送付物の送付、内容など ７，４５７ 

契約・ 

事務処理関係 

契約手続きや支払い、 

事務手続き（割引・返金等）の遅れ等による苦情 
９０１ 

スタッフ関係 
訪問員の応対、説明不十分、 

訪問日、訪問時間に対する不満など 
４６２ 

ＢＳデジタル放送 ＢＳデジタル放送のメッセージの消去など １８２ 

受信料制度 
受信料制度への不満・不公平感 １９２ 

料金体系・料額への不満 ２８ 

番組サービス 番組内容や出演者への不満 １４６ 

その他   １，３５６ 

合計 １０，７２４ 
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技術・受信相談への声 

１月から３月に技術・受信相談に関しては７，４４５件の意見や問い合わせが寄せられました。    

このうち、ふれあいセンター（受信相談）と各放送局で受け付けた意見や問い合わせは６，１７４件で、

内訳は、受信不良の申し出が４，４４８件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談は

１，７２６件です。受信不良の申し出については、一次窓口で対応を完了したのが２，５５３件（５７．４％）

で、残る１，８９５件（４２．６％）は訪問による二次対応で直接、改善の指導や助言を行いました。 

 

事由 件数 

受信不良     4,448  

  一次対応 2,5５3  

    個別受信設備不良 2,087  

    共同受信設備不良 355  

    建造物による受信障害 24  

    雑音障害 78  

    混信・難視聴など 9  

  二次対応 1,895  

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 1,726  

合計 6,174  

 

経営への声 

ＮＨＫの経営に関して、１月から３月の間に寄せられた声は１，４４４件でした。このうち、ふれあい 

センター（放送）で受け付けた意見・問い合わせは１，０８７件で、１０月から１２月の４６９件と比べて  

２倍以上となりました。これは、１月のラジオセンター職員の懲戒処分、２月と３月の札幌放送局の職

員逮捕について、「視聴者の気持ちと受信料収入で成り立っていることを真剣に考えるべき」など、

厳しい声が数多く寄せられたためです。また、経営計画修正案に関して、ＢＳプレミアムの番組が見ら

れなくなるという誤解も含めて、衛星波の削減への意見や問い合わせがありました。ＢＳ４Ｋについ

ては、「同じ受信料を払っているのに、受信機の違いで見られない番組があるというのは不公平」な

どの意見がありました。さらに、割増金について、厳しい意見や、具体的にどのように変わるのかな

どの問い合わせが寄せられました。  
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意見・要望を受けての改善・対応事例 

■年末年始に“ぎゅっと”再放送！ 仙台育英の優勝試合＆東北の特選番組 
 
２０２２年夏、深紅の大優勝旗が待望の“白河の関越え”を果たしま

した。東北勢として春夏通じて初めての優勝を決めた宮城の仙台育

英高校の快挙は、宮城そして東北に勇気と大きな喜びをもたらしま

した。試合後のインタビューで須江監督が話した「青春って密」という

言葉はこの年の流行語にもなりました。決勝の試合について、視聴

者から「もう一度見たい」「あの感動を再び分かち合いたい」という 

多くの声が寄せられました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 仙台育英の優勝をたいへん喜んでいるが、決勝は月曜日だったので仕事で見られなかった。もう一度放

送してもらえないだろうか。                    （年代不明） 

・ この快挙をもう一度見たい。仙台育英と下関国際の決勝戦を、試合開始から表彰式まで再放送をお願いし

たい。                        （４０代女性） 

・ 仙台育英の決勝戦、試合自体もすばらしかったことと、監督のインタビューがとてもよかったと知人から

聞いたのでどうしても見たい。                   （７０歳以上男性） 

 

 

このような声を受け、仙台放送局では、家族や友人が集まる年末年始の帰省シーズンに決勝戦を再放送で

きないか、検討を重ねました。せっかく放送するのであればと、試合だけでなく、印象的だった試合後の須江

監督や選手のインタビューも盛り込み、さらに監督自身の解説を聞きながら決勝の舞台裏を振り返る演出を

取り入れました。 

 

もう一度見たい！２０２２夏の全国高校野球 

決勝「仙台育英」対「下関国際」 

２０２２年１２月３１日（土） 東北ブロック 総合 

前８：１８～１１：０２（中断ニュースあり） 

番組の主音声は夏の中継をそのままお伝えし、副音

声では須江監督に「試合中どんな心境だったか」「この

場面では選手にどう声をかけたか」など、裏話を交え

決勝戦を振り返ってもらいました。 

番組は、春の選抜高校野球大会の開幕を控えた３月１２日に、全国に向けＢＳ１でも放送しました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ こ、これは…大みそかにあの夏を、高校野球を、仙台育英の優勝をもう一度見られるってこと！？ 

（ツイッターの投稿より） 

・ 仙台育英が優勝した試合の放送を楽しんでいるが、須江監督の話が聞けるとの案内を見た。聞いてみた

いので副音声への切り替え方法を教えてほしい。                 （７０歳以上男性） 

・ 帰省したらＮＨＫで仙台育英が優勝した甲子園決勝の放送をしている。９回表、結果を知っていてもドキド

キする。東北初の優勝、うれしかったなぁ。                    （ツイッターの投稿より） 

 

仙台育英 優勝決定の瞬間 
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さらに、３年ぶりに行動制限のない年末年始に家族や友人が集まる機会が増えるなか、家族の団らんととも

に、東北ならではの魅力を楽しめるような集中編成を行いました。 

 

限界集落住んでみた 山形編 たっぷり４５分版 

２０２２年１２月３１日（土） 東北ブロック 総合 前１１：０７～１１：５２ 

 

東北ココから 

「あなたの町の映像アルバム」 岩手・福島編 秋田・山形編 青森・宮城編 

２０２３年１月１日（日） 東北ブロック 総合 後２：２０～３：４１ 

 

純烈の東北であったまろう旅 

２０２３年１月１日（日） 東北ブロック 総合 後３：５５～４：４０ 

 

民謡をどうぞ３０００回！うだっコフェス 

キスマイ横尾渉もノリノリ！東北民謡×ラテン 和楽器×アニソン 

２０２３年１月１日（日） 東北ブロック 総合 後４：４０～５：５２ 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 年末に「限界集落住んでみた」を見たが、素の東北を見てもらえるいい番組だ。          （４０代女性） 

・ 民謡の概念をくつがえす番組だった。出演者と観覧者、会場が一体になって楽しんでいるのが伝わってき

てとてもよかった。                       （４０代女性） 

 

ＮＨＫは今後も地域のニーズを機敏に捉え、各放送局が所有するアーカイブス素材も活用しながら、ふるさと

の魅力を世代を越えて伝えることで、地域サービスの一層の充実につなげていきます。 
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■「どうする家康」東海４県で放送の関連番組を全国に向けて再放送！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月から始まった大河ドラマ「どうする家康」は、古沢良太さんの斬新な脚本と、松本潤さんが演じる等身大の主

人公が多くの視聴者から共感を呼んでいます。家康ゆかりの地、東海地区のＮＨＫ各放送局では、ドラマへの期待を

高め物語をさらに楽しんでもらおうと、昨年末からことし１月にかけて多彩なイベントや関連番組を企画、地元に

向けて放送したほか、ＮＨＫプラスでも配信を行いました。これらの番組には、イベントの参加者や番組を見られな

かった全国の視聴者などから反響が相次ぎ、全国放送を希望する声は４００件以上にのぼりました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ パブリックビューイングのイベントに参加したが、多くの人とその時間を共有できて、印象深い体験だった。大

河ドラマをより楽しむためにもぜひ、多くの人に見てもらいたい。               （年代不明） 

・ ＮＨＫ名古屋の公式ＳＮＳで「東海プレミアリレー」という番組が東海地方限定で放送されると告知されていたが、

ぜひ全国放送してほしい。                      （１９歳以下女性） 

・ 東海４県で「東海ドまんなか！松本潤&家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ」という番組が放送されたが、ぜひ全

国で放送してほしい。大河ドラマを楽しみにしている高齢の叔母はＮＨＫプラスを使えないようなので何とか

見せてあげたい。                                （年代不明女性） 

・ 家康とは縁遠い地域に住んでいるが、家臣団ウラ話トークＳＰをぜひ全国で再放送をお願いしたい。深夜でも

かまわない。ＮＨＫプラスでも見たが、いずれ見られなくなる。テレビ放送を録画して何度も見て楽しみたい

と思っている。                                           （６０代女性） 

 

 

予想をはるかに上回る盛り上がりを受け、再放送に向けた検討に着手、視聴者からの要望が大きな後押しとな

り、３つの関連番組を２月に全国に向けて集中編成することが決まりました。番組は名古屋局と大河ドラマの制作

班との間で、全国放送も視野に入れて準備を進めていたもので、再放送が決まってからは、さまざまな媒体を  

通じ放送日時の告知を行いました。また、最初の放送から時間が経った番組については、一部テロップや番組中の

ドラマ映像を差し替えるなど、初めて見る視聴者でも楽しむことができるよう工夫しました。 
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【第１弾】 

「どうする家康」スペシャル・トークショー 
～出演俳優が巡る“東海プレミアリレー” 

〔東海４県〕１月１５日 午前８：００～８：２５ 

 

総合（全国放送）２月５日 午後４：０５～４：３０ 

ドラマ初回の１月８日に松本潤さんら出演陣が、家康ゆかりの静岡市、浜松市、岡崎市を巡るイベント「東海プレミアリレー」

を開催。番組の見どころや撮影舞台裏などを俳優自らが語る、とっておきトークで構成しました。 

 

【第２弾】 

大河ドラマ主演ＳＰ対談 小栗旬×松本潤 
～今だからこそ、大河について話そう～ 

〔東海４県〕２０２２年１２月２９日 午後８：１５～８：４２ 

 

総合（全国放送）２月１２日 午後４：４５～５：１２ 

前作「鎌倉殿の１３人」主演・小栗旬さんと、「どうする家康」主演・松本潤さんのスペシャル対談。今だから話せる小栗さんの

体験談、現在進行形で収録が進み初回放送を控えた松本さんの心境などを大いに語り合いました。 

 

【第３弾】 

東海 ドまんなか！ 
「どうする家康」 松本潤＆家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ 

〔東海４県〕１月２７日 午後７：３０～８：１５ 

 

総合（全国放送）２月１２日 午後５：１２～５：５７ 

家康役の松本潤さんと三河家臣団の俳優陣が集結し、印象的なシーンや知られざる素顔など“ウラ話”を披露。有村架純さ

ん（瀬名／築山殿）、波岡一喜さん（本多忠真）、松嶋菜々子さん（於大の方）からのメッセージも。 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 全国再放送ありがとう！！今回は遠方に住む友人と同時に一緒に番組をみて楽しめた。出演者の魅力たっぷ

りのすばらしい番組で本当によかった。                  （年代不明） 

・ 「スペシャル・トークショー」を全国放送してくれた。ＮＨＫプラスでも何度も見たが、やはりテレビで見られると

喜びはひとしおだ。                          （４０代女性） 

・ （主演ＳＰ対談について）年末にネット配信で見たときも２人の話に引き込まれた。いまドラマが始まってから

改めて見ると、ひとつひとつの言葉にさらに重みを感じられた。                            （年代不明女性） 

・ （東海 ドまんなか！について）豪華メンバーが集まってざっくばらんに語る番組が、東海地方限定だったのは

本当にもったいないと思っていた。全国放送になってうれしかった。                          （４０代女性） 

 

ＮＨＫでは、今後も地域サービスの一層の充実を図るとともに、各地の歴史や魅力を、全国の幅広い人に興味を

持っていただけるよう、視聴者と向き合っていきたいと思います。 
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■スポーツ中継を分かりやすく 選抜高校野球で選手名をフルネームで紹介 
 

 

 

 

 

 

 

日々国内外の熱戦を伝え続けているスポーツ中継。多くの視聴者に熱戦を楽しんでいただいています。大谷  

翔平選手の活躍に沸くＭＬＢや日本のプロ野球、サッカーＪリーグ、大相撲などのプロスポーツと並び、ＮＨＫがスポ

ーツ放送の柱として大事にしてきたのがアマチュアスポーツです。 

毎年夏に行われる全国高校野球選手権と３月に行われる選抜高校野球大会、ＮＨＫでは総合、Ｅテレ、Ｒ１、ＦＭなど

で、夏は全４８試合、春の選抜は３１試合(２０２３年は記念大会のため３５試合)を放送しています。１つの大会に実況、

インタビュー、アルプススタンドからのリポートなどで全国から４０人から５０人近いアナウンサーが集まります。 

これまでアナウンサーのコメントに対して視聴者からいただくご意見は、「地元の学校をもっとしっかり伝えて

ほしい」「一方のチームに情報が偏らないように放送してほしい」など、内容に関するものが大半でした。このよう

な声に応えるため、全国で放送している強みを生かし、それぞれの地域でアナウンサーが取材した情報を甲子園

に持ち寄り、大会前には綿密な戦力分析会を開いて情報を共有するなどして、公平で分かりやすい放送につなげ

てきました。 

そして、ここ数大会、これまであまりなかった意見が目立つようになりました。「選手の名前の読み方が分から

ない」「名前をフルネームで伝えてほしい」というものです。２００４年の人名用漢字の追加や、これまで一般的では

なかった当て字を用いることなどで、読み方が一目では分からない名前の選手が増えてきたためと考えられま

す。 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 生徒の名前の読み方をフルネームで紹介してほしい。この頃の若者の名前は読み方が難しいのできちんと 

紹介してほしい。                          （６０代女性） 

・ せっかくの晴れ舞台、ぜひフルネームで呼んであげてほしい。検討を願う。                （4０代女性） 

・ 試合中の選手の名前をフルネームで何回かアナウンスしてもらえると、さらに気持ちを入れて応援できると 

思う。                  （５０代女性） 

・ 全国多様な選手の名前も楽しみの一つ。ここ数年どう読むのかわからない名前が多く、読み方が気になって

しかたない。選手紹介のときに、ぜひフルネームで読み上げてほしい。                         （５０代女性） 

 

このような声に応えるため、アナウンス室と大会の中継を制作している大阪局などで検討を始めました。まず、

選手の名前に読みがな(ルビ)をふることを考えましたが、表示システムを改修する必要があることや読みがなを

ふる名前を誰がどう選別するのかなどの課題もあり、導入には至りませんでした。 

 

そこで考えたのが、実況を担当するアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介するということです。ことし

３月の選抜からの実施を目指し効果的なタイミングを検討しました。１つは「試合開始前のスターティングメンバー

の紹介時」。しかし画面表示が姓のみのため効果的ではないと判断。次に「１回表と裏が始まる前の両チームの守備

紹介時」も検討しましたが、放送時間の都合で守備紹介ができない試合もあるため見送りました。そしていくつか

の候補の中から、「各選手の第１打席」に選手のフルネームをコメントすることを目標として、試験的に選手名を  

フルネームで紹介しました。 

中継では担当する各アナウンサーが趣旨を理解し、全ての試合で第１打席でのフルネーム紹介を行うことができ

ました。中継をご覧になった視聴者からは早速、反響が寄せられました。 
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【視聴者から寄せられた声】 

・ ２０日の第１試合のアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介していた、読めない名前が増えているので

うれしかった。                                （６０代男性） 

・ 選手の名前をフルネームで伝えてくれたアナウンサーありがとう。いつも何て読むんだろうとモヤモヤして

たのでうれしい。                          （４０代女性） 

・ 難読な漢字の名前の選手も多く、何と読むのか気になっていた。これまで要望を伝えたこともあった。今大会

で、ついにフルネームで実況をしてくれていた。試合そのものとは関係がないかもしれないが、より放送を

楽しめた。                                  （６０代女性） 

 

視聴者から寄せていただいたご意見をきっかけに取り組んだ今回の「選手名のフルネーム紹介」。このあとも、

夏には高校総体(インターハイ)、冬には駅伝などの高校スポーツの中継も予定されています。コメントの方法やタ

イミング、回数など検討を重ね、さらに分かりやすいスポーツ中継に取り組んでいきます。  
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■鹿児島放送局公式サイト 放送休止地域をより詳しく表示 
 
ＮＨＫの各放送局では放送設備の保守・整備などのため、放送を休止

する場合があります。これまで鹿児島放送局では、放送を休止すると

き、日時、休止するメディアと、休止する地域が県内全域なのか一部地

域なのかを、放送局のホームページでお知らせしてきました。これに

対して、視聴者から、放送を休止する地域を、具体的に知りたいという

要望が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 仕事で深夜、ラジオを聞きながら鹿児島県内を車でまわっている。ときどき、ラジオ放送が休止になるが、 

どのエリアが休止なのか事前に分かるとありがたい。                                         （５０代男性） 

 

 

こうした要望を受けて、１月、鹿児島局では放送設備の保守・整備の内容から地域を絞り込み、影響を受ける地域

を詳しく表示するようにホームページを改善しました。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ これまで『全県』か『一部』のみだった表記が、『大隅』や『北薩』など地域ブロック別の表記になりとても分かりや

すくなった。                                                   （５０代男性） 

 

ＮＨＫでは今後も地域のみなさまに、よりきめ細かな情報をお届けすることで、利便性の向上をはかってまいり

ます。  

ＮＨＫ鹿児島放送局 

従来の表示 

改善後の表示 
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誤記・誤読・間違い指摘への対応 

 

視聴者からの指摘をもとに確認したテロップのミスや誤読などの件数は、１月～３月は２６３件    

（１月 ８０件、２月 ９３件、３月 ９０件）でした。番組ページやニュースサイトなどのミスは、１月～３月は  

１０７件（１月 ３３件、２月 ３８件、３月 ３６件）でした。なお、１０月～１２月のテロップのミスや誤読などは 

２９６件、番組ページやニュースサイトなどのミスは１１０件でした。視聴者からの指摘については、直ち

に番組担当者に連絡し、修正などの対応をとりました。 
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受信料関係

1,533,394件

51.1%
放送関係

991,471件

33.1%

その他

434,334件

14.5%

受信相談・技術関係

35,922件

1.2%

経営関係

2,949件

0.1%

問い合わせ
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その他
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全国各放送局
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※集計期間　２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日
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【連続テレビ小説】ちむどんどん

MLB2022

クローズアップ現代

国会中継

反響の多い番組ランキング

番組への反響（放送関係＋インターネット関係）

２０２２年度 １年間の意見・問い合わせ総数 

 
２９９万８，０７０件（２０２１年度 ３１０万４，７５８件） 

２０２２年度は、２９９万８，０７０件の意見や要望、問い合わせをいただき、前年度よりも１０万６，６８８件の減少とな

りました。受信料関係は、訪問活動の見直しと、それに伴いインターネットでの手続きが増加したことなどから、 

前年度に比べおよそ１２万３，０００件減少し、およそ１５３万件。放送関係は東京オリンピック・パラリンピックや北京  

オリンピック・パラリンピックが開催された２０２１年度から３，０００件ほど増加しておよそ９９万件。これは、ＮＨＫス

ペシャルのほか、ＮＨＫ紅白歌合戦やＮＨＫのど自慢、うたコンといった音楽番組などに寄せられた声が増えたため

だと考えられます。そして、受信相談・技術関係がおよそ３万６，０００件、経営関係が２，９００件あまりとなっていま

す。意向を種類別にみますと、問い合わせが全体の７０％、意見・要望が１６％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意向内容 

※端数処理のため、合計が100%にならない場合があります 

 

受付方法 受付窓口 

意向種別 


